
ハイライト

住友電気工業株式会社

中期経営計画2025
つなぐ・ささえる技術でグリーン社会の未来を拓く



萬事入精　信用確実　不趨浮利

基本思想

住友電工グループ
経営理念

住友事業精神

住友電工グループは
● 顧客の要望に応え、最も優れた製品・サービスを提供します
● 技術を創造し、変革を生み出し、絶えざる成長に努めます
● 社会的責任を自覚し、よりよい社会、環境づくりに貢献します
● 高い企業倫理を保持し、常に信頼される会社を目指します
● 自己実現を可能にする、生き生きとした企業風土を育みます

存在価値

トップテクノロジーを追求し、
つなぐ・ささえる技術をイノベーションで進化させ、
グループの総合力により、より良い社会の実現に貢献

「公益を重視し、ステークホルダーの皆様との共栄を図る」
“マルチステークホルダー キャピタリズム”

（お客様、従業員、お取引先、地域社会、株主・投資家）
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Glorious
Excellent
Company

ありたい将来像

安心・快適・グリーン

2030
ビジョン

国際社会の分断・不安定化
with／afterコロナ社会
情報化社会の進化
脱炭素社会の進展

2022
VISION

つなぐ・ささえる技術で
グリーン社会の未来を拓く

（2023～2025年度）
中期経営計画 2025

次期中計
…

売上高 ： 5兆円以上
税引前ROIC ： 10％以上

2030年度
（2030ビジョン）

売上高 ： 4.4兆円
営業利益 ： 2,500億円
税引前ROIC ： 8％以上

2025年度
売上高 ： 4.0兆円
営業利益 ： 1,774億円
税引前ROIC ： 6.6％

2022年度
（実績）

位置付け
中期経営計画2025
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サステナブルな社会へ、
2030年に向けて
実現したいこと

安心して
暮らせる
社会

快適で
住みやすい
社会

グリーンな
環境社会

つなぐ・ささえる技術で
グリーン社会の未来を拓く

中長期的な
企業価値の向上

サステナビリティ
への取組み

マルチステークホルダー
との共栄

人的資本
知的資本
財務資本

研究開発
サプライチェーン

モノづくり

経営基盤を更に強化し
変化に強い

企業体質を構築します

基盤強化

技術を更に進化させ
変革の時代に
挑戦していきます

成長戦略
エネルギー 情報通信 モビリティ

グ
ルー

プ
総
合
力

「つなぐ・ささえる技術でグリーン社会の未来を拓く」をスローガンとして、
グループ総合力で成長戦略と基盤強化に取り組みます

全体コンセプト
中期経営計画2025
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環境エネルギー
セグメント

産業素材
セグメント情報通信

セグメント
エレクトロニクス
セグメント自動車

セグメント

グリーンな地球と安心・快適な暮らしの実現へ

グループの持つ多様な製品群

情
報
化
社
会
の
進
化

脱
炭
素
社
会
の
進
展

CASEをささえる

モビリティ
システムの進化
への取組み

DXをささえる

情報通信
ネットワークの進化
への取組み

GXをささえる

エネルギー
インフラの進化
への取組み

グループを挙げて技術で新たな価値を創造

成長を牽引する注力3分野

● 連系送電線・系統用蓄電池
● 再生可能エネルギーネットワーク
● 環境配慮型送配電・省エネ設備

● 大容量・低遅延通信ネットワーク
● データセンタ関連設備
● 次世代情報端末・通信機器

● 安全支援・自動運転システム
● 交通・エネルギーインフラ連携

成長テーマ

「脱炭素社会・情報化社会」で広がる注力３分野における事業機会をグループ横断的にとらえ、
グリーン社会の未来に貢献していきます

注力3分野
中期経営計画2025／成長戦略
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●  電動車向け部材・軽量化素材



■ 3つの注力分野における成長テーマ ■ 成長テーマにおける売上高

■ 成長テーマにおける大口設備投資

1,000億円／3年

1,000億円／3年

1,000億円／3年

総額 ： 3,000億円

●連系送電線・系統用蓄電池
●再生可能エネルギーネットワーク
●環境配慮型送配電・省エネ設備 に関する製品・サービス

情報通信
ネットワーク関連

●大容量・低遅延通信ネットワーク
●データセンタ関連設備
●次世代情報端末・通信機器 に関する製品・サービス

モビリティ
システム関連

●電動車向け部材・軽量化素材
●安全支援・自動運転システム
●交通・エネルギーインフラ連携 に関する製品・サービス

エネルギー
インフラ関連

成長テーマ注力分野

海底ケーブル新工場建設
電力ケーブル工場設備増強
大型蓄電池製造設備…

情報通信
ネットワーク関連

次世代光／電子デバイス製造設備
大口径半導体ウエハ増産
超微細回路FPC開発・増産…

モビリティ
システム関連

高電圧／高速車載電子部品、ＥＣＵ製造設備
EV用バッテリー電極リード線増産
電動車用平角巻線増産…

エネルギー
インフラ関連

大口設備投資注力分野

44,000

40,056

11,000

7,000

+4,000億円
（+57％）

20252022
単位 ： 億円

成長テーマ
中期経営計画2025／成長戦略
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現行事業の進化 新規テーマへの挑戦
未来社会
ニーズ

顧客
ニーズ

市場性・事業性の検証

事業／営業部門との密な関係、お客様との
パートナー関係を活かし、注力事業分野を中心に開発を強化

多様化する社会ニーズをとらえ、コア技術の活用と
革新技術の創出で新規テーマへ挑戦

ビッグデータ・AI・機械学習の活用による研究開発プロセスの効率化

クルマの電動システムと関連部材、
次世代通信技術 など

● モビリティにおける電動化

センシングツールや薄型モータ など
● 高機能製品の進化

次世代超高圧ケーブル、
風力やスマートグリッド技術 など

● 送電網強化と再エネの安定供給

次世代超高速光通信や
５G・Beyond５G関連技術 など

● 通信ネットワークの大容量・低遅延化

「地球」の持続可能性のため、省エネ、再エネ、材料
循環等の研究を推進

● グリーン

安心で安全な「暮らし」、「ヒト」の可能性の拡大を
目指す研究を推進

● 安心・快適

脱炭素への水素関連技術・CCUS、環境に優しい
電力ケーブル、次世代水処理膜、材料分離技術 など

オール光ネットワークにおける光電融合技術
コネクティッドと車載ネットワーク関連技術 など

研究開発
中期経営計画2025／基盤強化

多様な技術創出の「要」となる研究開発の活性化・スピードアップ2030への方針
● 社会課題からのバックキャスティング　● プロセスの高度化・効率化　● オープンイノベーションや社外との連携強化
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2022年度実績 2025年度目標 2022年度実績

売上高 営業利益

2025年度目標

全社 計  1,774 2,500 40,056 44,000

産業素材他  240 350 3,633 3,900

エレクトロ
ニクス  383 300 3,660 3,600

自動車  557 1,100 21,868 25,000

情報通信  219 250 2,503 2,800

環境
エネルギー  379 500 9,282 10,200

単位 ： 億円

セグメント別 売上高・営業利益
中期経営計画2025
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売上高
4.4兆円

営業利益
2,500億円

税引前ＲＯＩＣ
8％以上

研究開発
3,600億円／3年

設備投資
7,200億円／3年

地域
社会

お客様

お取引先

従業員

株主・
投資家

マルチ
ステークホルダー
キャピタリズム

● ニーズをとらえた製品の提供
● 高品質で安全な製品の提供
● GX・DX・CASEをささえる成長テーマ売上
　 ： 1.1兆円

● 適時適切な情報開示
● 建設的で開かれた対話の促進

● ROE ： 8%以上
● 配当性向 ： 40%目安

● 賃金引上げ ： インフレ率＋αを努力目標
● 職場環境整備 ： 重大災害ゼロ
● 男性育休取得比率 ： 100%（当社）
● 女性新卒採用比率
　 ： 事務系40%･技術系15%（当社）

● 価格交渉などの対話の促進
● 取引価格の適正化
● ＣＳＲ調達アセスメント
　 ： 実施率80%（取引額ベース）

● 社会貢献活動への拠出
　 ： 税引後利益の1%目安
● CO2排出量削減
　 ： Scope1+2 17.5%
　 ： Scope3 8.7%

「脱炭素社会の進展」「情報化社会の進化」に伴う事業機会を確実にとらえ、サステナビリティへの取組みを強化して、
ステークホルダーの皆様との共栄を図ります

主な指標と目標
中期経営計画2025
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電線・ケーブル事業を礎に進化させてきた技術の系譜

技
術
で
新
た
な
価
値
を
創
造

（線引きダイス用超硬合金）

（弁ばね用鋼線）

（通信工事）

（通信用ケーブル）

（電力工事）

（電力用ケーブル）

（銅電線）

(エナメル線)

粉末冶金

伸線
導体

制御
伝送

布設
導体
絶縁

制御 伝送

布設
絶縁

導体

絶縁

銅

電線・ケーブル

ダイヤ製品（切削、精密加工等）
焼結製品（自動車、家電製品等の各種製品）

粉末合金製品（切削工具、ドリル等）
特殊金属線（PC鋼線、スチールコード等）

化合物半導体（GaAs、InP）
CATV関連製品

ネットワークシステム・機器
半導体デバイス製品

光ファイバ・ケーブル、光関連機器
情報通信エンジニアリング

電子部品金属材料
ハイブリッド製品（空気ばね等）

マグネットワイヤー
導電製品（銅荒引線、トロリ線）

送配電用電線・ケーブル
電力エンジニアリング、電力情報システム

フッ素樹脂製品
電子線照射製品（熱収縮チューブ等）

電子ワイヤー製品
フレキシブルプリント回路（FPC）

システム製品（交通管制、テレマティクス）
防振ゴム・自動車用ホース

自動車電装部品
ワイヤーハーネス

トップテクノロジーを追求し
イノベーションにより新たな価値を創造
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2023年5月
完全子会社化

情報通信

産
業
素
材 自動車

エ
レ
クトロニクス

環境
エネル

ギー
欧州・その他
会社数 70社

従業員数 74,555人

会社数 100社
従業員数 80,414人

アジア

会社数 91社
従業員数 40,629人

中国
会社数 105社

従業員数 43,960人

日本

会社数 48社
従業員数 49,633人

米州

(2023年3月末現在)

会社数 414社
従業員数 289,191人  

「開発提案型営業」の一層効果的な展開
広範なサプライヤ―・加工ネットワーク活用

送配電設備トータルソリューションの提供
再生可能エネルギー市場のパッケージサービス提供

● 海外拠点・顧客基盤の相互活用
● 組織や人材の融合・交流

● ソリューション提案力の強化

● コーポレート機能の共有化
● 調達・物流面の協業

● グループ付加価値向上や売上・収益の拡大

グループ総合力でグローバルに
グリーン社会の未来へ貢献
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©Expo 2025

https://sumitomoelectric.com/jp/

住友電工は「2025年大阪・関西万博」を応援しています




